
○岡田議長 次に、中田議員。

〔中田議員質問席へ〕

○中 田議 員 会 派信 風 の中田 利幸 でご ざいま す。 伊藤議 員の 代表

質問 に関 連いた しま し て、東 山運 動公 園の災 害対 応機能 につ いて

及び ＪＲ 東山公 園駅 の バリア フリ ー化 等の駅 改良 につい ての 大要

２点 につ いて質 問を い たしま す。 質問 も４日 目と なりま した ので、

先日 まで の他の 議員 の 質問と 多少 重複 すると ころ がある とは 思い

ます けれ ども、 その 辺 は御容 赦い ただ き、明 確で 前向き な答 弁を

期待するものであります。

そ れで は質問 に入 り たいと 思い ます 。伊木 市長 は市長 就任 以来、

それ まで の懸案 であ っ た政策 課題 につ いて、 財政 状況を 勘案 しな

がら 課題 解決に 向け 計 画を再 構築 、あ るいは 新た な計画 をつ くり、

がい なロ ードや 各種 相 談窓口 など 、各 種の計 画の 具現化 を進 めて

こら れた と思い ます 。 そして 、今 議会 におけ る来 年度予 算案 に見

える よう に、本 市の 将 来に向 けた 投資 的な事 業展 開に進 んで いこ

うと いう ところ が、 私 として は見 てと れると いい ますか 、そ う受

け止 めて おりま す。 私 は人口 減少 にあ っても 市民 が安心 して 楽し

さを 感じ て暮ら し、 米 子に来 てご しな いと、 そう いって 他県 の方

に言 える ような 、そ う いった 持続 可能 な活力 ある 米子で 、そ うい

った もの になる よう 目 指し、 今議 会で はその 暮ら しにお いて 、一

番基盤となる安心・安全に関して質問をいたします。

そ れで はまず １点 目 に、東 山運 動公 園の災 害対 応機能 につ いて

伺います。

東 山運 動公園 は地 図 上でも 本市 の中 心部に 位置 し、ま た人 口分

布か ら見 ても、 人口 重 心に近 い位 置に あり、 スポ ーツや イベ ント



など のア クセス に非 常 によい 位置 関係 にある とは 思いま す。 そし

てこ のこ とは、 災害 時 におけ る立 地条 件とし ても 、拠点 とし ての

優位 な位 置にあ ると い うこと が言 える と考え ます 。そこ で、 大規

模災 害時 の拠点 とし て の観点 で伺 って いきた いと 思うの です が、

まず 、米 子アリ ーナ の 機能に つい て伺 ってい きま す。改 めて 、米

子ア リー ナの主 な施 設 内容と 規模 及び 災害時 の対 応機能 につ いて

伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子ア リー ナの 主な施 設内 容と規 模で ござ

いま すが 、メイ ンア リ ーナが 約 3,０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 、 サ ブ ア リ

ー ナ が約 1,９ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 、 武 道 場 が 約 ６ ５ ０平方 メー トル

とな る予 定でご ざい ま す。災 害時 の対 応機能 につ きまし ては 、メ

イン アリ ーナを 物資 の 集積拠 点と し、 サブア リー ナと武 道場 を市

民の 方々 に避難 して い ただく 場所 とし て活用 する ことを 想定 して

ございます。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 以前 も御 報告も あり ました けれ ども

改め てお 伺いし まし た 。非常 にメ イン アリー ナも 大きい です しサ

ブア リー ナも結 構大 き くして いた だい て、な おか つ武道 場が 入る

こと によ って、 特に 柔 道場の 畳の 部分 が非常 に有 効に私 は使 える

と思 って おりま して 、 そうい った 部分 で本当 にい い形に なる なと

思っ てお ります 。そ れ ではど のよ うな 、この アリ ーナが でき てそ

うい った 災害対 応機 能 も持つ わけ です けれど も、 どのよ うな 災害

規模の対応を想定しているのか伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。



○松 本防 災安全 監 東 山運動 公園 は、 今後の 整備 に当た りま して

災害 対策 機能を 強化 す ること とし てお りまし て、 防災備 蓄倉 庫の

リニ ュー アルに おい て も規模 の拡 張を 予定し てお り、例 えば 本市

全体 が被 害を受 ける よ うな大 規模 な災 害で、 国か らのプ ッシ ュ型

支援を受け入れるなどのことも想定をしております。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 最 後の 辺 ですね 、本 市全 体が被 害を 受ける よう な大

規模 な災 害、そ れか ら 国から のプ ッシ ュ型支 援を 受ける など を想

定と いう ことで 、こ れ までの 災害 時に おいて 、各 地区の 公民 館を

身近 な避 難所と して や ってき たわ けで すけれ ども 、大規 模災 害時

にお ける 、言っ てみ れ ば、セ ンタ ー的 な役割 とし て機能 する だろ

うと いう ふうに 受け 止 めてお りま す。 それで は、 この米 子ア リー

ナの 立地 地であ る東 山 運動公 園で 現在 取り組 んで いる防 災対 策に

ついて伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 防災対 策、 急傾 斜地の 対策 と排水 対策 とい

うこ とで 述べさ せて い ただき ます 。米 子アリ ーナ の南側 斜面 が、

先月 の１ ０日で ござ い ますけ れど も、 土砂災 害警 戒区域 及び 土砂

災害 特別 警戒区 域、 い わゆる イエ ロー 、レッ ドで ござい ます が、

それ に指 定され まし た 。この 対策 とい たしま して は、令 和８ 年度

より 鳥取 県と本 市で 急 傾斜地 崩壊 対策 事業を 実施 するこ とで 調整

をし てお るとこ ろで ご ざいま す。 また 、米子 アリ ーナ整 備に 伴い

増加 する 雨水流 量に 対 応しま して 、冠 水被害 を防 ぐため に東 山公

園内 に排 水ルー トの 新 設を計 画し てい るとこ ろで ござい ます 。以

上です。



○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 急傾 斜、 私も子 ども の頃か らよ く登

った 山で して、 あそ こ ら辺は 。同 級生 がマム シに かまれ たり とか、

いろ んな のあり まし た けれど も、 急傾 斜対策 でが っさが っさ やっ

ても らう と、マ ムシ の 量も減 ると は思 います し、 感謝し てお りま

す。 それ から冠 水対 策 ですね 、こ の水 量が増 える という こと で。

これ も事 前の、 市民 体 育館を 解体 する 前の事 前の 住民説 明に おい

ても 、地 元から 水は け のこと は非 常に 心配さ れて おられ たの で、

これ も冠 水対策 、被 害 対策を 進め てい ただく とい うこと で感 謝し

ております。承知いたしました。

こ の市 民体育 館の 解 体工事 の際 に、 今の答 弁を 踏まえ てち ょっ

と思 った のです が、 米 子アリ ーナ の完 成時は 、今 度は今 の東 山町

側を 正面 として 入っ て くる進 入路 より も、米 川方 面から 、例 えば

東山 中学 校から 来る と 右手が 米子 市民 球場た ちが あって 、左 手に

この アリ ーナと か陸 上 競技場 があ ると いう造 りつ けで、 そち らか

らの 進入 が、特 に大 型 のバス 等で 来ら れる方 から 見ると 、そ うい

った 正面 ルート とい う ことで 、そ のよ うに設 定さ れてい く方 向で

お話 も聞 いてい るわ け ですけ れど も、 この米 子ア リーナ の、 市民

体育 館の 解体工 事の さ っき言 った 住民 説明の 段階 のとき から です

ね、 米川 のとこ ろに 架 かる東 山公 園橋 でした っけ 、何て いう 橋か

ちょ っと 忘れま した け ど、こ の橋 につ いては 、工 事車両 、特 に重

たい 重機 がそち らの と ころで は強 度の 関係で 、昭 和町の 東山 ルー

トか ら入 れるの で、 交 通のほ うに は気 をつけ てい きます とい う説

明で 、米 川のほ うは 大 型重機 を通 すこ とは避 ける という 、避 ける

とい うか 、そっ ちか ら は入っ てき ませ んとい うお 話があ った わけ



です けれ ども、 この 東 山ルー トで 進入 させる とい うこと で説 明が

あっ た際 に、先 ほど 言 いまし たよ うに 、米川 に架 かる橋 の強 度と

いう こと が、非 常に ち ょっと 、ん っと 思った んで すけれ ども 、こ

の米 川に 架かる 橋の 強 度につ いて は問 題ない のか 伺って おき たい

と思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米川側 の東 山公 園入り 口の 東山公 園橋 につ

きま して は、昭 和５ ７ 年に建 設さ れた もので ござ います 。建 設年

から 考え ますと 、３ ０ トン程 度ま での 車両で あり ました ら通 行が

可能 であ るとい うこ と を想定 して ござ います 。橋 の健全 性に つき

まし ては 、今後 、点 検 などに より まし て確認 して いきた いと いう

ふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 昭 和５ ７ 年、島 根国 体や って、 わか とり国 体に 向か

って 整備 が進ん でい っ てるあ の頃 だっ たと思 いま す。と いう こと

だと 、今 の答弁 では 、 いわゆ る経 年で 管理を して いると いう こと

です ので 、ただ 今度 は 先ほど 言い まし たよう に、 交通の 動態 、特

に車 両の 動線が 変わ っ てくる こと が十 分予想 でき ますの で、 ぜひ

強度 につ いては 、一 度 御確認 をい ただ きたい とい うふう に思 いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。

そ れで は次に 、東 山 運動公 園全 体と しての 災害 時の対 応機 能の

形態 と機 能につ いて 伺 いたい と思 いま すが、 現在 の東山 運動 公園

内の 屋内 及び屋 外施 設 の災害 時の 機能 につい て、 どのよ うに なっ

ているのかお伺いします。

○岡田議長 松本防災安全監。



○松 本防 災安全 監 ま ず、屋 内施 設と しまし ては 、災害 時に 避難

所や 国な どから の支 援 物品の 集約 場所 として の活 用を想 定し てい

る米 子ア リーナ を中 心 としま して 、更 新予定 の防 災備蓄 倉庫 の活

用に よる 備蓄品 の即 時 配備や 、ア リー ナ建設 に伴 って予 定し てお

りま すマ ンホー ルト イ レなど の災 害機 能の設 備充 実を図 る見 込み

でご ざい ます。 また 、 屋外施 設と しま しては 、東 山運動 公園 全体

を指 定緊 急避難 場所 と してお りま すた め、米 子ア リーナ と一 体的

に運 動公 園全体 を災 害 時にお ける 拠点 とする こと を考え てい ると

ころ でご ざいま す。 具 体的に は東 山公 園の現 在ご ざいま すグ ラウ

ンド 、駐 車場な どを 鑑 みまし て、 プラ イバシ ー保 護等で やむ を得

ず車 中泊 避難を され る 方のス ペー スの 確保で あり ますと か、 ヘリ

の離 着陸 場、国 、自 衛 隊など の各 支援 体制の ため の対策 本部 、こ

れテ ント の設営 など も 必要に なろ うか と思い ます んで、 そう いっ

たも ので あると か、 大 型の支 援車 両の 置場な どの 利用を 想定 して

おるところでございます。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 最近 の被 災地の テレ ビの画 像で 流れ

てく る様 子を見 ます と 、先ほ ど答 弁に ありま した ように 、プ ライ

バシ ー保 護の観 点か ら 自家用 車で の車 中泊を する 方とい うの が結

構様 子と して見 られ ま す。ど うし ても 広いと ころ で、例 えば 段ボ

ール やい ろんな パー テ ィショ ンで 区切 ったと して も、音 を出 すこ

とに 対す る抵抗 感と か ですね 、そ うい った自 分の プライ バシ ーだ

けで はな くてい ろい ろ 気を遣 い合 うと ころを 避け てとい う話 も聞

いて おり ます。 ただ 、 幾らあ れだ けの 広さの 運動 公園で あっ ても、

車両 の駐 車スペ ース と いいま すか 、滞 留スペ ース をどの ぐら い確



保 で き る の か 、 災 害 拠 点 で 先 ほ ど 答 弁 で も あ り ま し た よ う に 、

様々 なそ こに援 助機 能 といい ます かね 、災害 対応 機能が 配置 され

るわ けで すから 、全 て の自家 用車 を受 け入れ るよ うなこ とに はな

らな いと 思いま すの で 、そこ ら辺 は一 定程度 分散 した考 え方 も考

えな けれ ばなら ない と は思い ます 。マ ンホー ルト イレの 整備 も考

えら れて いると いう こ とで、 アリ ーナ 以外の 既存 施設、 様々 な陸

上競 技場 もあれ ばい ろ んな施 設が ある わけで すけ れども 、こ こに

ある 水道 とかト イレ の 利用も 、例 えば 大きな 地震 でそこ が破 壊さ

れな い限 りは活 用が 可 能にな って くる 。やは り運 動公園 の規 模は

大規 模災 害時の 機能 性 を発揮 する もの と私は 思っ ており ます 。各

施設 の代 用機能 につ い ては、 ぜひ これ からの 想定 する災 害時 の、

先ほ どプ ッシュ 型の 支 援を受 ける よう な大規 模災 害とい う話 もあ

りま した けれど も、 想 定する 災害 時の オペレ ーシ ョンの 中で 十分

に検 討し ていた だい て 、特に 既存 施設 のほう にも 必要な 対策 をぜ

ひ打っておいていただきたいと思います。

ま た、 東山運 動公 園 地内だ けで はな くて、 先ほ ど言い まし たよ

うに 、例 えばで すけ ど も、お かげ さま で啓成 小学 校のと ころ に東

保育 園、 こども 園も 入 って、 非常 にい い形の 整備 が整い まし た。

お披 露目 があっ たと き に行っ てみ て、 特に東 保育 園の造 りつ けを

見さ せて いただ きま し たけど 、あ そこ の屋根 の、 建物の 一番 米川

側の ほう にプー ルが 、 ＦＲＰ か何 かの プール があ るんで すね 。そ

の周 りの 造りか ら見 て も、例 えば あそ こは、 こう いうと きの 風呂

つき の避 難所に なり ま すよあ れは 。問 題はそ こに ボイラ ー車 等で

湯を 入れ れるか どう か とか、 そう いっ たこと があ ると思 いま すの

で、 いざ という とき に は、か なり この 東山運 動公 園の防 災拠 点を



一つ の中 心核と して 、 そうい った これ から配 備さ れてい く、 ある

いは 強化 されて いく 様 々なも のと のネ ットワ ーク 型の、 いい 形で

の防 災、 あるい は災 害 時の救 難ネ ット ワーク が本 市はで きる んで

はな いか と思っ てま す ので、 ぜひ そう いった 学校 なんか も、 ある

いは 保育 園なん かの 造 りのと きも 、そ ういっ た観 点もぜ ひ持 って

いただければと思います。

そ れで はこの 項目 の 最後と なり ます けれど も、 本市は 交通 の要

衝、 これ 先日戸 田議 員 のほう から もあ りまし たけ れども 、交 通の

要衝 とし て道路 とか 鉄 道とか 、こ れは 言うま でも ありま せん が、

隣接 する 境港市 には 港 湾があ り、 空港 があり 、そ ういっ た各 種交

通手 段、 本当に あの 恵 まれる とい いま すか、 そう いう手 段を 持っ

てお りま して、 その 上 で、鳥 取大 学附 属病院 とい う存在 、そ れか

ら医 療機 関、そ うい っ た医療 機関 にも 大変恵 まれ ている 。そ して

陸上 自衛 隊があ る、 航 空自衛 隊も すぐ 近くに いる 。そう いっ たこ

とは 言う までも あり ま せん。 南海 トラ フのよ うな そうい った 大き

なも のが この地 だけ で はなく て、 太平 洋側の ほう で起き るこ とが

もう 予想 されて いる と いいま すか 、覚 悟しと けと いうむ しろ 状況

にな って いるわ けで す けれど も、 そう いった 中で 、他地 域の 大規

模災 害地 からの 被災 者 の受入 れを 想定 した取 組と しても 捉え ても

いい んじ ゃない かと 、 むしろ そう いう ものを 目指 して、 災害 時の

救援 支援 都市の よう な 形で、 この 本市 が備え を強 化して いく とい

うこ とを 、その 救援 支 援都市 みた いな ものは 今現 在ない とは 思い

ます けれ ども、 ぜひ 市 長さん のほ うか ら全国 市長 会やあ るい は国

のほ うに 、そう いう 発 想での 提案 をし ていた だい て、本 市の そう

いっ たと きに、 リス ク が少な い、 先日 も、本 当に 地震も あり まし



たけ ど、 私から 見る と 、あれ だけ の震 度５の 地震 が来て も被 害が

本当 に思 ったよ りも 少 なく済 んで いる 。しか も、 そうい った 被害

を受 ける リスク が非 常 に私は 低い と思 ってお りま して、 そう いっ

た都 市な らでは です の で、そ うい った ことを ぜひ 整備目 標と して、

ただ しこ れは非 常に あ の、整 備す るに は当然 お金 がかか って いく

話で す。 手間も かか る 話だと 思い ます けれど も、 そうし た有 利な

整備 の形 態をす るた め にも、 むし ろ積 極的に 手を 挙げて 、こ うい

った 救難 支援都 市の よ うなも のを 目指 してみ ては どうか と思 うん

ですが、市長の見解をお伺いしたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 現 在の と ころ、 鳥取 県が 徳島県 との 間で大 規模 な災

害発 生時 の相互 応援 協 定を締 結し てお ります 。本 市にお きま して

は、 徳島 県の阿 南市 、 それか ら大 阪府 の河内 長野 市との 間で 同じ

く災 害時 の相互 応援 協 定を締 結し てお ります 。こ れらの 協定 を実

効性 ある ものに する た めにも 、日 頃か ら備え てい るとい うこ とが

ある わけ でござ いま す けれど も、 議員 御指摘 のと おり、 本市 の特

色と いた しまし ては 、 一つは 交通 の要 衝であ ると いうこ とが ござ

いま すし 、また 鳥取 大 学医学 部附 属病 院にお きま しては 、基 幹災

害拠 点病 院に指 定を さ れてお りま す。 さらに は、 陸上自 衛隊 米子

駐屯 地や 、ある いは 航 空自衛 隊の 美保 基地な ど、 大規模 災害 時に

即応 する 部隊も この 米 子にあ ると いう ことが ござ います 。そ して

これ に米 子アリ ーナ が 加わる とい うこ とでご ざい ます。 こう した

条件 を考 えます と、 例 えば議 員御 指摘 のとお り、 南海ト ラフ のよ

うな 大規 模災害 が発 生 した際 には 、日 本の中 で一 定の役 割を 果た

せる 条件 が整っ てい る という ふう にも 言える とい うふう に思 って



おります。

今 、国 のほう では 、 御存じ のと おり 防災庁 の設 置に向 けた 議論

がな され ており まし て 、この 鳥取 県の 西部地 域か らも、 経済 界を

中心 に防 災庁の 分庁 機 能の誘 致に 関す る要望 も出 されて おり ます。

国の 防災 事業の 中で 本 市が果 たせ る役 割とい うも のを適 切に ＰＲ

をす るこ とで、 議員 御 提案の 災害 時救 援支援 都市 として の特 色を

出していきたいというふうに思っております。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 本 当に 力 強い御 答弁 あり がとう ござ います 。先 日も、

防災 庁の 誘致の こと は 戸田議 員の ほう からも あり まして 、私 もそ

うい うの がこっ ちで 誘 致がで きれ ばい いなと 、む しろ先 ほど 言っ

たリ スク の低い この 土 地に積 極的 にと 思いま すけ れども 、今 回の

私の 質問 は防災 庁と い う省庁 での 話で はなく て機 能です よね 。そ

れだ けの お支え する 機 能、そ うい った ものを 目指 しては どう かと

いう こと でござ いま す 。さっ き市 長の ほうか らも 言われ まし たよ

うに 、現 在も相 互応 援 協定を 締結 して 、そう いっ た体制 が整 えら

れて いる という こと で すけれ ども 、そ の現在 の支 援レベ ルで はな

く、 より 優れた 救援 支 援のレ ベル を目 指すと いう ことで 、こ のこ

とは 、先 ほどお 話し し ました よう に、 他地域 から の受入 れと して

の、 そう いった 大き な 力を発 揮す ると いう備 えが あれば 、通 常は

その 米子 市民に とっ て は、よ り安 心な そうい った 市民環 境基 盤の

下で 暮ら してい けれ る という こと とな ります ので 、先ほ ど言 いま

した よう に、財 源を 伴 った制 度を つく っても らわ ないと とて も、

やる 気は あって もと い う話に なる と思 います ので 、そう いっ たこ

とを ぜひ 国のほ うに も 積極提 案し てい ただい て、 経済活 動の 拠点



的な 都市 、ある いは 観 光の宿 泊拠 点の 都市だ けで はなく て、 こう

いっ た日 本に役 立つ 都 市とい うこ とで 目指し てい ただけ れば と思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。

そ れで は次に 、大 要 ２点目 の質 問に 入りた いと 思いま す。 代表

質問 の公 共交通 の利 便 性向上 とバ リア フリー 化と いう伊 藤議 員の

代表 質問 に関連 しま し て、Ｊ Ｒ東 山公 園駅の バリ アフリ ー化 等の

駅改良について質問をいたします。

現 在の ＪＲ東 山公 園 駅の構 造に つき まして は、 以前、 質問 させ

てい ただ きまし て、 御 理解を いた だい て、早 速、 調査及 び概 略設

計費 を予 算化し てい た だいて 、現 在実 行に移 して いただ いて おり

ます 。大 変感謝 して お ります 。今 後、 米子ア リー ナの利 用に 伴う

利用 者の 増とか もあ り ますけ れど も、 日常的 な通 勤、通 学も やっ

ぱり よく 使って おら れ ますし 、そ れか ら、せ っか く米子 駅と その

周辺 をよ くして いく と いうと ころ で、 東山公 園駅 からす っと 乗っ

て、 今だ と１５ ０円 で すかね 、Ｉ ＣＯ ＣＡで ぴっ で。非 常に 行き

やす い位 置関係 で、 近 隣住民 も結 構密 集して たく さんい らっ しゃ

いま すの で、そ うす る と、本 当に ちょ っと乗 った らもう 数分 で米

子駅 のと ころで 、目 指 すウオ ーカ ブル の楽し みを 味わう こと がで

きる 、そ ういっ たこ と になっ てき ます 。非常 に期 待して いく わけ

です けれ ども、 現在 の このＪ Ｒ東 山公 園駅の バリ アフリ ー化 に向

けた 取組 につい ては ど のよう な状 況な のか、 改め て伺っ てお きた

いと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ＪＲ東 山公 園駅 のバリ アフ リー化 に向 けた

現在 の取 組状況 とい う お尋ね でご ざい ます。 現在 、当駅 は御 存じ



のと おり 、下り ホー ム 側のみ に入 り口 がござ いま して、 道路 から

隣接 する 駐車場 に一 旦 下り、 そこ から 階段を 上が りホー ムへ 向か

う構 造と なって おり ま す。上 りホ ーム へはさ らに 跨線橋 を渡 ると

いう 複雑 な動線 のた め 、安全 性や 利便 性に課 題が あると いう こと

で認 識し ておる とこ ろ でござ いま す。 令和９ 年度 の米子 アリ ーナ

の供 用開 始によ り、 利 用者の 増加 が見 込まれ るこ とから 、東 山公

園駅 の安 全性、 利便 性 の向上 及び バリ アフリ ーの 面から も改 善を

図る ため 、米川 沿い の 市道か らホ ーム へ直接 出入 りが可 能な スロ

ープ など の設置 に伴 う 概略設 計を 現在 実施を して おると ころ でご

ざいます。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 あ りが と うござ いま す。 今調査 をし ている とい うこ

とで 、近 くに住 んで ま すと、 何か 調査 してい る雰 囲気も 味わ いな

がら やっ ており ます 。 本当に さっ き部 長の答 弁が あった よう に、

これ まで は別に いろ い ろ事情 があ って あの構 造に はなっ てき たん

です よね 、市民 球場 の 活用で 、プ ロ野 球が来 てた 頃のこ とも あり

まし たし 。ただ 、も う 今あの 形状 にな ってき ます と、本 当に 健常

者と いう よりは 、ア ス リート の体 育施 設のよ うな 構造で すの で、

私は 以前 、中学 生ぐ ら いまで は水 道山 という とこ ろの階 段を 上り

下り して しごか れた こ とが経 験で あり ますけ れど も、そ れに 匹敵

する よう な構造 にな っ ており ます ので 、ぜひ 進め ていた だき たい

と思 いま す。そ れで は 、この 整備 のス ケジュ ール 感とい いま すか、

そう いっ た目標 、見 通 しにつ いて はど のよう に考 えてお られ るの

か伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。



○伊 達都 市整備 部長 整備ス ケジ ュー ルとい うこ とでご ざい ます

が、 今後 は鉄道 事業 者 等の協 議を 行い ながら 令和 ８年度 は工 事に

向け た詳 細設計 を予 定 してお りま して 、以降 、可 能な限 り早 期の

工事 着手 、完成 に努 め たいと 思っ てお るとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 令 和８ 年 度の工 事に 向け た詳細 、令 和８年 度、 来年

度で すね 、もう すぐ 来 ますけ ども 、工 事に向 けた 詳細設 計と いう

こと で。 ですか ら、 そ れから 詳細 設計 が上が って 、いろ いろ そこ

も結 構ど ういう 構造 に するか って いう のも結 構大 変でし ょう し、

令和 ９年 度の３ か月 ぐ らいず れ込 んで ８月、 ９月 ぐらい のあ たり

です かね 、８月 末ぐ ら いまで にと いう 計画で すけ ども、 それ にし

ても 、ち ょっと これ は 開業に 間に 合わ せるの は、 なかな か難 しい

かな って 実は思 って お ります 。た だ、 これは ちゃ ちゃっ と造 るよ

うな もの ではな いの で 、それ は仕 方が ありま せん ので、 私も もっ

と早 く御 提案す れば よ かった なと 、本 当に地 元に おって 利用 しな

がら 、い つも思 って た ことな んで すけ ど、先 ほど 言いま した よう

に、 アス リート の強 化 施設の よう な形 に、ま だこ の年に なっ ても

耐え 得る 体力を 多少 持 ってお りま して 、ちょ っと もっと 早く 言え

ばよ かっ たなと いう こ とで、 私自 身も 反省し てい るとこ ろで あり

ます 。た だ、こ れは 先 ほども ちょ っと 私申し 上げ ました けど 、市

内の 高等 学校に 通う 生 徒さん とか 、そ ういっ た通 学、あ るい は通

勤の 方も 使って おる 姿 もよく 見ま して 、日常 的に 使われ てい る駅

です ので 、スロ ープ 位 置や広 報な どの ことに つい ては、 これ から

それ こそ 専門家 のと こ ろでＪ Ｒと 協議 を円滑 に進 めてい ただ くと



思う ので 、ただ 米川 の 右岸の 道路 のと ころか ら、 ホーム のど こら

辺に 接続 するか によ っ ては、 ホー ム幅 がちょ っと 狭い駅 なの で、

そこ でお 客さん が、 例 えば交 差、 擦れ 違うと いう ときに 、天 気の

悪い 日で 傘でも 差し て るとか そう いっ たこと にな ってき ます と、

あの ホー ム幅を 長く 交 差する 動線 をつ くり過 ぎる と危険 だな って

思っ てる んです よ。 で すから 、接 続し たとこ ろは どうせ 張り 出し

にな ると は思い ます け れども 、で きる だけそ れの 少ない 構造 にし

たほ うが いいな とは 思 います 、安 全上 ですね 。そ ういっ た協 議が

これ から あると 思い ま すので 、そ の協 議を円 滑に ぜひ進 めて いた

だい て、 遅滞な く、 順 調に整 備が 進む ことを 期待 してお りま すの

で、よろしくお願いしたいと思います。

そ れで は、今 議会 で 現在の 御努 力い ただい てま す整備 につ いて

はお 聞か せいた だい た し、私 もそ の考 えも述 べさ せてい ただ きま

した けど も、も う一 つ 、せっ かく です ので御 提案 をして おき たい

と思 いま す。上 りホ ー ムと下 りホ ーム の先ほ どの 動線、 現在 目指

して いる 駅改良 によ っ て、踏 切が 遮断 される まで の間は 、市 道か

ら直 接上 り下り のホ ー ムに平 面、 ほぼ 平面移 動が できる 形と なり、

安全 性、 利便性 は格 段 に向上 する と思 います 。先 ほど言 いま した、

健常 者し か使え ない よ うな駅 が、 足腰 に不安 のあ る方と か、 ある

いは 障が いをお 持ち の 方にも 利用 でき る駅へ と大 きく改 善さ れる

形に なっ ていく と思 い ます。 ただ し、 列車が 接近 して踏 切の 遮断

桿で 遮断 される と、 現 状と同 じ、 どち らか入 って 、上り 下り が違

う方 面に 行きた い方 に とって は、 跨線 橋を渡 るこ とにな ると いう

こと にま たなっ てし ま うわけ です 。北 側から の駅 利用が 、市 道側

です ね北 側とい うの は 、市道 の側 から の駅利 用が 今まで 遮断 桿が



下り ると 全く使 えな い 状況に なっ てい たのが 、今 回の直 接ス ロー

プを つけ ること によ っ て使え るよ うに なる。 そこ だけで も非 常に

いい こと だと思 うん で すね。 ただ し、 さっき 言っ たよう に、 下り

に乗 り換 えよう と思 う と跨線 橋を 渡る と、そ の構 造にな るわ けで

す。 その 構造を 少し で も何か 効率 的に いい方 法が ないか とい うこ

とで 、そ こでで すね 、 現在米 川の 米子 駅側、 米川 左岸で すね 。左

岸の とこ ろにＪ Ｒの 線 路の下 をく ぐる 、米川 西側 のこの 線路 下を

通る 歩行 者自転 車用 の 道路が あり ます 。この 道路 を活用 して 、跨

線橋 の階 段の上 りを せ ずに、 直接 、言 ってみ れば 線路と 平行 して

そう いっ た動線 をつ く っては どう かと 、要は 跨線 橋を使 わな い動

線が でき るので はな い かと思 うん です が、見 解を 伺いた いと 思い

ます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 回、 今 概略設 計や って おりま すバ リアフ リー 等の

工事 につ きまし ては 、 アクセ ス改 善と いう意 味で は、随 分と よく

なる もの だとい うふ う には考 えて おり ますが 、今 、議員 御指 摘の

とお り、 残るの はや は りその 遮断 機が 下りた とき ですと か、 ある

いは 起き ないと きで あ っても 、や はり 跨線橋 を使 わない とす ると、

踏切 を経 由しな けれ ば いけな いと いう ところ は、 バリア フリ ーと

いう こと にとっ ては 、 やはり 少し 難点 が若干 残る なとい うこ とだ

とい うふ うに認 識を し ており ます 。米 子アリ ーナ のほう につ きま

して は、 もう当 初か ら ですね パラ リン ピック 対応 で、こ れは もう

設計 もし ている わけ で ござい ます けど も、そ こに 至るア クセ スに

つい て、 そうし た課 題 がまだ 残る とい うこと は、 我々と して はし

っか りと 受け止 めな け ればな らな いと 、その よう に考え てご ざい



ます。

そ こで 、御提 案の 米 川西側 の線 路の 下を通 る道 路の活 用に つい

てで ござ います けれ ど も、歩 行動 線を 確保す るた めには 道路 横断

や米 川へ の架橋 が必 要 になっ てく ると いうこ とが ござい ます 。ち

ょう ど踏 切のと ころ で すので 、横 断歩 道には ちょ っとな りに くい

のか なと 、やは り架 橋 のほう が妥 当な のかな とい うこと もご ざい

ます し、 また道 路や 河 川及び 踏切 が近 接して いる ことに よる 構造

的制 約で すとか 、あ る いは車 両交 通に 対する 歩行 者への 安全 対策

など 課題 がある とい う ことを 、私 たち として は認 識をし てい ると

ころ でご ざいま す。 そ ういう 意味 では なかな か財 源面も 含め て、

技術 面も 含めた 難易 度 という のは なか なかの もの がある とい うの

はよ く分 かると ころ で ござい ます けれ ども、 議員 御指摘 の課 題が

ある とい うこと は我 々 よく認 識し た上 で、こ の東 山公園 駅が 一層

使わ れる ように 努力 を してい かな けれ ばいけ ない なとい うふ うに

思っ てお ります ので 、 大変貴 重な 御提 案をい ただ いたと いう ふう

に受け止めさせていただきます。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 あ りが と うござ いま す。 認識が 、ま だ課題 が残 って

ると いう 認識が 共有 さ れただ けで も私 は本当 にあ りがた いと 思っ

てお りま す。市 長も 先 ほどち ょっ と、 ちょっ とと いうか 触れ られ

まし たよ うに、 道路 と 河川、 それ から 踏切、 こう いった もの が近

接し てい ること で、 構 造的な 制約 とい うのが いろ んな面 で出 てく

るこ とは 私も認 識し て おりま す。 橋の 取付け もあ そこで 見て みま

すと 、な かなか その 高 さの問 題と か、 そうい った ものも ある でし

ょう し、 渡って から 道 路を横 断し てホ ーム側 に行 くとこ ろに 、じ



ゃあ 、あ の踏切 のす ぐ 近くに 横断 歩道 がつけ れる のかと かで すね。

公安 委員 会との 絡み の 問題と か、 そう いった 幾つ かの課 題が ある

とは 思う んです ね。 た だ本当 に最 短ル ート、 ちょ っと今 日は パネ

ルに した りあれ はな か ったで すけ ど、 私もい ろい ろ計算 をし てみ

たり 実測 は完全 には で きませ んの で、 線路に 入っ たら叱 られ ます

んで 、実 測はで きま せ んけど 、最 短ル ートを 測っ てみる と、 大体

片道 で線 路のと ころ 、 あの線 路下 のそ の道ま で約 ７０メ ータ ーぐ

らい 。７ ０メー ター っ ていう のは 、私 がこの 辺に つくだ ろ、 あの

接続 、さ っき言 った ス ロープ が接 続さ れるだ ろう なと思 うと ころ

から ざっ くり計 算し て ですけ れど も、 そこか らや ると片 側７ ０メ

ータ ーぐ らい。 線路 の 下をく ぐる とこ ろが大 体１ ０メー ター ぐら

いで 、つ まり往 復す る と１５ ０メ ータ ーぐら い。 これは この 辺の

地域 に住 んでる と１ ５ ０メー ター も歩 くんか いな という ふう に何

か思 って しまい がち で すけれ ども 、た だ私た ちが 目指す これ から

のウ オー カブル な米 子 市民は 、１ ５０ メータ ーぐ らいは 歩か なき

ゃい けな いとい うか 、 もう現 に米 子駅 の、例 えば 山陰線 を使 って

３番 ホー ムとか ４番 ホ ームに 帰っ てき て、そ れか ら境線 に乗 り換

える 、例 えば。 とい う ような こと を動 線とし て考 えると 、結 構歩

くん です ね。出 張も 多 い方は 、東 京な んかに 行っ て、例 えば 品川

なん かに 行った ら、 何 百メー ター も多 分歩い てい ると思 いま すね。

そう いっ たこと から 考 えて、 この １５ ０メー ター は決し て実 は長

い距 離で は乗換 えの 場 合ない とい うと ころで 、何 かでき るだ けい

い形 がで きない かな と は思っ てま すけ ども、 今日 のとこ ろは 、市

長と その 辺の共 有化 が 、課題 が残 って いる共 有化 ができ たと いう

ことは、本当にありがたい話だったと思います。



先 日、 米子駅 車尾 線 の話が 他の 議員 から出 てお りまし た。 県と

の協 議に おいて も、 こ の必要 性と いう ものを 改め てこの 場で も、

議場 でも 見解と して お 聞きし まし たけ れども 、た だ、糀 町の 交差

点、 １８ １号の 交差 点 のとこ ろか らＪ Ｒ境線 まで の距離 が非 常に

短い 。距 離があ まり な いので 、私 は一 体あそ こを 、例え ばブ リッ

ジオ ーバ ーだっ たら 、 一体ど のよ うに 持ち上 げて 境線を 越え てい

くん だろ うかと 、ち ょ っと形 状と して も想像 がつ かない 。ア ンダ

ーパ スで も造っ て、 掘 って、 その 水を 加茂川 放水 路にで も流 すの

かな とか 思った りと か いろい ろ考 えま すけれ ども 、かな り難 しい

と思 いま すよ。 その 上 で、博 労町 １丁 目、２ 丁目 と勝田 町と 車尾

１丁 目の ところ を通 過 して９ 号線 まで 抜く。 これ はね何 十年 かか

るの か、 １００ 年ぐ ら いかか るの かな と思っ たり もしま す。 それ

で、 もし それで も必 要 だとい うの であ れば、 ぜひ ９号線 側か ら着

手を して いただ いて 、 その際 すぐ ９号 線から この 米川右 岸道 路の

とこ ろに 来ます から 、 これを アリ ーナ の近く の橋 の、さ っき 言っ

た橋 のと ころま で道 路 を拡幅 して いた だけれ ば、 踏切幅 は当 然広

くし なけ ればい けな く なる。 駅は 改良 しなけ れば いけな くな る。

こう いっ たこと を、 将 来的な ビジ ョン として 、本 格的な バリ アフ

リー 化が 進むよ うな ビ ジョン とし ても ぜひ持 って おいて いた だけ

ればと思っておりますので、このことも御提案しておきます。

さ てそ れでは 、こ れ で私の 質問 は終 わりま すが 、この ３月 定例

会が 、他 の議員 から も ありま した よう に、４ 年任 期の最 後の 定例

会と なり まして 、質 問 を終え るこ とと なりま した 。この 間、 本当

に市 長や 副市長 をは じ め、各 部局 の皆 さん、 それ から担 当の 皆さ

んに は真 摯に質 問や 提 案を受 け止 めて いただ きま して、 課題 の共



有化 や、 あるい は課 題 解決に 向け た御 努力を いた だきま した こと

を心 から 感謝申 し上 げ ます。 まだ まだ 米子市 には 伸び代 が私 はあ

ると 思っ ており ます の で、冒 頭に 申し 上げま した ように 、未 来志

向の そう いった まち の 基本的 な土 台を ぜひ整 えて いくこ とを これ

から もさ れなが ら、 住 んで楽 しい 米子 市がよ り充 実して いく こと

を御 祈念 申し上 げま し て、会 派信 風、 そして 私の 質問を 終了 した

いと思います。どうもありがとうございました。

○岡田議長 以上で本日の日程は終了いたしました。

お 諮り いたし ます 。 本日は これ をも って散 会し 、明７ 日及 び８

日は 休会 とし、 ９日 午 前１０ 時か ら会 議を開 きた いと思 いま す。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岡田議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後２時２５分 散会


